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	  「もったいない」を「分かち合い」
　　　　　　　　　　　　　　フードバンクかながわ


神奈川シニア連合のボランティア活動として「フードバンクかながわ」でのボランティアを体験してきました。
横浜のシーサイドライン「鳥浜駅」近くにある「フードバンクかながわ」では「『もったいない』を『分かち合い』～『ありがとう』へ」を合言葉に、「食品ロス」を減らし、それを必要とする人々へ届ける「仲立ち」をしています。
「もったいない」とは、食品ロスを減らし、食べ物の価値を活かす活動です。「分かち合い」では、フードバンクを通じて、地域のたすけあい。支え合いを実現します。「ありがとう」では、生活に困っているひと・社会的に弱い立場にある人々の食のセーフティーネットをめざしています。
「フードバンクかながわ」は二〇一八年二月に設立され、現在「正会員」は連合神奈川をはじめ生協や農協など十二団体で構成されています。賛助会員は二一五団体、個人三〇七名が加入しています。また、食品寄贈事業者は二五八社（団体）、食品受取団体等は三一五団体となっています。この活動は多くの団体・個人によって支えられています。
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この日、四〇分程の講義のあと、私が体験したのは、お米の小分け作業と、各種食品の仕分け作業でした。
生協や農協から寄贈されたお米は、同じく農協から寄贈された機械で精米されます。これを各家庭に届ける量である一・五kgに計量、小分けし、その袋を密封してシールを貼りました。
個人から寄付される食品は、大手スーパーの店頭などで回収され「フードバンクかながわ」に集められます。また企業からもまとまった量の食品が届けられます。これらを「主食系」「おかず系」「調味料」「飲料」などの種類別に、更に「賞味期限」別に分けていくのが「仕分け作業」です。酒類とペットフードは取り除きます。
これらの食品は各家庭用に組み合わされ、配布拠点に届けられます。必要とする人は、近くの拠点へ徒歩や自転車で受け取りに行きます。
（大久保）
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　本企画、長いキャッチフレーズですが、二時間半ほどのミニ遠足！ビール好き？の参加者の皆さん、満足いただけましたか？
　集合は京急線生麦駅。大黒町、大黒ふ頭への通勤客で朝夕混雑する駅で集合後、いざ出発！
　徒歩一〇分で旧東海道沿いにある「生麦事件発生現場」（説明板）。薩摩藩士が馬上の英国人に切りかかった事件発生場所。旧道沿い民家の出窓前に三〇センチ幅程度の説明版。つい見逃してしまいそう？ですが、皆でジロジロ…。
　次に旧道を徒歩約一五分で「生麦事件之碑」。切り付けられ、逃げた英国人が落馬し、止めを刺された場所付近に、後に地元の名士？が建立した石碑。この事件が薩英戦争に。明治維新へ向かう歴史の一端となった事件の碑でした。
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　その後、いよいよ、日本のビール発祥の地である横浜で有名なキリンビール横浜工場に突入！工場の「キリン一番搾りおいしさ実感ツアー」を堪能。見学コースで、原材料のホップや麦芽を試食？したり、仕込工程の映像や実際の大きな仕込釜を、説明スタッフの流暢な解説を聞きながら、見学。出来立ての麦汁を味わい、一番搾りと二番搾りの味比べを実感！最後にテイスティングして、浴びるほど（嘘！）の一番搾りや黒ビールなどを試飲させてもらい、現地解散しました。
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　参加者　松井　清さん
　夫婦でこのレクに参加させて頂きました。生麦事件、改めて「そうだったんだ～」と現地を訪れて再認識。のんびり散策し、いよいよキリンビール生麦工場へ（十数年ぶりです）。
　一時間位工程の説明のあと、ようやく「一番搾り」を頂きました。渇いた喉が一気に潤い、アッという間に飲みほした後、三種（生・プレミアム・黒生）の飲み比べ。各々違った風味で美味しくて参りました。
　自治退神奈川県本部

　　女性連絡会議定期総会
　二月二日に開催された総会で、代表が東さん（横浜）から涌井さん（相模原）に替り、いちょう会出身の山崎公江さんが事務局長に選出されました。
　活動方針としては「医療・社会保障制度の拡充」「ジェンダー平等社会の実現」等を決めました。
　来賓の千葉自治退県本部会長は、退任する東代表を労うとともに「今年の統一地方選挙では組織内候補として五人、そして山崎さんも立候補の予定です。皆さん頑張っていただきたい」と挨拶しました。
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[映画から社会を見る２３]
韓国時代劇の醍醐味を満喫できる「朱蒙（チュモン）」
映画ではなくドラマであり、ＤＶＤだと３９本にもなる大作である。観るのも大変かと思ったが、面白いのでいつの間にか見終わってしまった。韓国ドラマは国際的にも人気があって広く見られている。古朝鮮国と表示されているが、古代、高句麗という国の建国が進められる時代であり，強大な漢の介入に脅かされている地域でもあった。
冒頭、紀元前１０８年との表示がでる。古い時代の割には古さを感じさせない。箸を使って食事をするところなど日本と似た風俗習慣も見所である。主人公のチュモン（朱蒙）は、扶余（プヨ）という国の３人目の王子であるが、父は王ではない。兄二人からはいじめられて育ち、幼い頃行方不明になったり、波乱に富んだ展開である。
エピソードがいくつもあり、古代の武器での武芸大会が開催されたりもする。鉄器の武器、強い鉄の刀や鎧の開発が一つのテーマである。さらに商業の動向が、主役の一人である商団の長の娘の行動をとおしてよく分かる。メインテーマとして、漢に奴隷として売られる流民の発生を防止するのかどうかが問われる登場する王族の生き様として設定されている。正義派のチュモンは流民を保護する役割を担う。多様な展開があり、チュモンと同志となりともに闘う女性もいれば敵対する女性もいて展開は複雑である。
(緑川芳樹)
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　　　（ソン・イルグク）
　　いちょう歌壇

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　滝沢　章

格安の床屋も値上げ年の瀬に破竹の二割われには重し
熟練のすべ軽んじるときを経てぽつかり残る穴のかずかず
大掃除官製マスクを取り出して憂さも晴らしぬ闇晴れぬまま
青々とたゆたふ水に身を沈め魚となりたりプール初日に
暖房の温度の上げ下げ無碍なれど苦寒の民に無力の吾は
廃バスに靴脱ぎ一歩踏み入れば昔に返るあまたの駄菓子
白紙を掲げて意思を示したき論無き防備いつか来し道
窓口を訪ねて問へばにべも無く顧客センターに電話せよとは
車窓より掃部山見んと追ひたれど隙間つくらぬビル流れゆく
わたつみも死者のこゑにも耳貸さず海へ流すか核の処理水
　私たちは今
会員のお便り
　「私の近況」
　　　　冨田憲一（小田原市）
　退職後にそなえて、遊びのチャンネルを用意しましたが、その数も少なくなる一方です。県職の仲間とスキーに行きましたが、今は妻との年一スキーとなり二泊三日で、滑るのは一日のみ。（雪見酒は変わらず嗜んでいます。）反対に、テニスは増え、週に四日程コートに通っています。音楽関係も少なくなり合唱とバンドでベースを弾いています。合唱は今年、平和と自由をテーマに「夕焼け」（高田敏子作詞）「鷗」（三好達治作詞）「時代」（中島みゆき）を歌いました。
　「近頃思うこと」
　　　　五反田能子（横浜市）
　やっと終息しそうなコロナ、感染しないよう気づかい、友とのひとときも映画等の楽しみも減少！しかし体力は大事と、一〇年来通うスタジオに加え、ヨガも始めました！元気に歩いていこうと！
　また、福島原発事故で被災した方々の裁判等に微力ですが支援の輪に。国や東電、更にその弁護士達の鉄面皮にあきれ、他所に避難した人々や、子どもの甲状腺ガン発症など、哀しみ・つらさはどれほどか？ほんの少ししかお手伝いできませんが…原発事故は絶対にダメ！「地震国日本の原発廃止は、必然！」
　「八十路近づく今日この頃」
　　　　木原芳嗣（横浜市）
　二〇一七年から約六年に亘り、施設利用者のサポートに関わり、この三月で終了します。当初の「祈りの日」に或る利用者が「もういいよ！」（忘れたい！）と言った一言が今も忘れられません。貴重な体験の機会を戴きました。目から鱗！？でした！！！
　今後は、ここ数年身体的な衰えを感じ（昨年雨上がりの坂道で転倒し、幸い後頭部を打つことなし！）ており、好きな野球も出来ず、歩行で筋肉を鍛え、併せてコーラスで声帯の強化を図り呼吸機能の健康に努めたいと思っている。今日この頃です！
「私たちは今」（近況報告）の原稿を募集します
・目的　近況報告を通じて会員相互の交流促進を図ります
・題名　短く・簡単に
・氏名　明記します
・字数　一五〇～二二〇字
・締切　随時

・注意　誹謗中傷等は掲載不可

・送付先
　　東京都大田区西六郷
　　　四～六～二四～五〇九

　　　　　　　　大久保光夫

　退職予定者説明会
　　今年はオンライン開催
　今年はコロナの関係でオンラインによる開催となりました。
　いちょう会では、多くの退職者の方に入会していただこうと、県職員厚生課を通じて資料を配布するとともに、事前に収録した「大久保会長による加入の呼びかけ」のビデオを流してもらいました。
　自治退神奈川県本部
　　　　四〇周年記念事業
　三月八日ワークピア横浜において、自治退神奈川県本部結成四〇周年を祝う記念式典が行われ、いちょう会からは七名が参加しました。記念事業の一環として記念誌小委員会（大久保委員長）が設けられ、四〇年の足跡を一冊にまとめ、各単会に配布されました。
訃　報

　　ご冥福をお祈りいたします

　　　　加藤正義さん

　　　　浪崎宗子さん

　　　　木村紀元さん

　　　　瀬尾　晴さん

    　冬こそビールの季節？キリン横浜工場見学と


　　　ほんのちょっとの歴史散策・生麦事件を訪ねて








